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午前９時５７分開会 

○議長（林明裕君）  おはようございます。これより平成２５年第１回ふじみ衛生組合

議会定例会を開会させていただきます。 

 それでは、直ちに本日の会議を開きたいと思います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第１ 会期の決定 

○議長（林明裕君）  日程第１、会期の決定を議題といたします。 

 ここでお諮りいたします。会期は本日１日といたしたいと思いますが、ご異議はござい

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（林明裕君）  ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日とすることに決

定をいたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（林明裕君）  続きまして、日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第３６条の規定により、４番広瀬美知子君及び９番石井良

司君を指名いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第３ 管理者報告 

○議長（林明裕君）  日程第３、管理者報告に入ります。それでは管理者、お願いいた

します。清原管理者。 

○管理者（清原慶子君）  皆様、おはようございます。立春が過ぎたとは申せ、まだ厳

しい寒さが続いているこのごろですが、議員の皆様におかれましては両市の定例議会を控

え、何かとお忙しい時期に、平成２５年第１回ふじみ衛生組合議会定例会をお願い申し上

げまして、大変恐縮に存じております。 

 それでは、早速報告に入らせていただきます。本日ご報告申し上げる事項は３件でござ

います。 

 ご報告の第１件目は、新ごみ処理施設「クリーンプラザふじみ」についてでございます。

施設整備につきまして６点ほどご報告を申し上げます。 

 １点目は、建設工事の進捗状況についてでございます。建設工事は順調に進行しており、

現在の進捗率はおおむね９８％でございます。現在は、主に外構工事や植栽工事を行って
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いるところです。３月の竣工に向け、引き続き工事の安全に心がけてまいります。 

 ２点目は、施設の試運転についてでございます。試運転につきましては、平成２４年

１２月３日から両市の可燃ごみを受け入れ、１２月８日から試験焼却を開始しておりまし

て、おかげさまで順調に推移しております。 

 詳細につきましては、後ほど事務長より補足説明をいたさせます。 

 ３点目は、地元協議会についてでございます。地元協議会につきましては、平成２４年

１１月２８日に第２９回、平成２５年１月１６日に第３０回の地元協議会を開催いたしま

した。地元協議会では、武蔵野市とのごみ処理相互支援協定についての協議を行いました。

次回は３月２６日に開催を予定しております。 

 ４点目は、新ごみ処理施設整備市民検討会についてでございます。市民検討会につきま

しては、１１月２２日に第３３回の市民検討会を開催いたしました。市民検討会では、環

境学習機能に関し、実務的な確認等を行っております。次回は３月２１日に開催を予定し

ております。 

 ５点目は、武蔵野市とのごみ処理相互支援協定についてでございます。資料１をごらん

ください。ふじみ衛生組合では、処理施設の定期点検や整備工事等の際にその運転に支障

を来さないよう、武蔵野市との間でごみ処理相互支援協定の締結を予定しております。こ

のたび地元協議会での協議が整いましたので、ご報告をさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては、後ほど事務長より説明をいたさせます。 

 ６点目は、「クリーンプラザふじみ」の竣工式典についてでございます。竣工式典につ

きましては、３月３０日（土曜日）午前１０時から、「クリーンプラザふじみ」におきま

し開催を予定しております。ふじみ衛生組合議員の皆様におかれましては、ご出席を賜り

たく、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 ご報告の第２件目は、ごみ処理実績についてでございます。 

 最初に、「クリーンプラザふじみ」のごみ処理実績でございます。資料２をごらんくだ

さい。平成２４年１２月の「ごみ処理実績」でございます。この１カ月間の総搬入量は約

５,５８０トンでございます。その内訳といたしましては、三鷹市が約２,３５４トン、調

布市が約２,６０３トン、ふじみ衛生組合のリサイクルセンターからの可燃性残渣が約

６２３トンとなっています。 

 次に、「リサイクルセンター」のごみ処理実績でございます。資料３をごらんください。

平成２４年１０月から１２月までの「ごみ処理実績」でございます。この３カ月間の総搬
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入量は約４,８９３トンでございまして、前年度と比較いたしますと、約７０トン、

１.４％の減となっています。 

 その内訳といたしましては、三鷹市が約２,４６６トンで構成比５０.４％、前年度比約

５５トン、２.２％の減、調布市が約２,４２７トンで構成比４９.６％、前年度比約

１５トン、０.６％の減となっています。 

 ご報告の第３件目は、都内の災害廃棄物受け入れ状況についてでございます。東日本大

震災に伴う宮城県女川町の災害廃棄物につきましては、平成２４年３月から東京都２３区

内の清掃工場で、また６月からは多摩地域の清掃工場で受け入れております。 

 最近の受け入れ状況の詳細につきましては、事務長より説明をいたさせます。 

 私からの報告は以上でございます。 

 詳細につきましては、事務長より補足説明をいたさせますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

○議長（林明裕君）  浜事務長。 

○事務長（浜三昭君）  おはようございます。それでは、まず新ごみ処理施設の試運転

につきまして補足をさせていただきます。恐れ入りますが、本日、席上に配付しました参

考資料のうち、ふじみ衛生組合環境測定結果資料をごらんいただきたいと思います。ふじ

み衛生組合の環境測定結果ということで、１、２、３の３つの項目を表裏で記載してござ

います。 

 まず、空間放射線量の測定結果でございます。１０月から測定しておりまして、１２月

６日以降がごみの搬入後の結果でございます。１２月６日以降、１２月、１月とも特に大

きな変化は見られないということになっております。そこに記載のとおりのマイクロシー

ベルト／時ということでございます。 

 ２番、焼却灰等の放射線濃度測定結果でございます。こちらにつきましては平成２４年

１２月１１日に採取した焼却灰の測定結果でございまして、計量証明が既に出ているもの

でございます。そこにありますように、まず焼却灰（主灰）でございますが、セシウム

１３４、セシウム１３７合わせまして３６ベクレル／kg。飛灰、いわゆる乾燥灰でござい

ますが、こちらが合計しまして３９０ベクレル／kgということでございます。灰について

の国の基準でございますが、８,０００ベクレル／kgでございますので、大幅に下回って

いるということでございます。 

 なお、排水についても不検出ということでございます。 
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 裏側をめくっていただきまして、３の試験焼却中の排ガス測定結果でございます。こち

らにつきましても計量証明が出ているものでございます。（１）から（６）までございま

す。それぞれそこに記載のとおりでございまして、２０１３年１月１６日及び１７日に採

取したものでございます。いずれも自主規制値を大幅に下回っておりまして、非常に良好

な測定結果となっております。 

 なお、「予備性能試験」は１月１６日から１８日にかけまして実施し、順調に終了しま

した。現在、２月下旬に予定しておりました「引渡性能試験」が、ちょうど現在、２月

２２日までの予定で実施しておりまして、３月中旬には竣工検査を予定しております。 

 続きまして、環境学習に関連して「三調めのエントツくん」のキャラクターにつきまし

て報告させていただきます。恐れ入りますが、本日、席上に配付しました参考資料のうち、

エントツくんのキャラクターが載っている資料をごらんいただきたいと思います。 

 何枚かにわたっておりますけれども、新ごみ処理施設の愛称「三調めのエントツくん」

を受けまして、「ふじみ環境学習推進チーム」のメンバーの中にイラストが得意な方がい

らっしゃいまして、手づくりでデザインしていただいたものでございます。今後作成いた

しますパンフレットやＤＶＤなどに幅広く活用していきたいと考えております。 

 続きまして、武蔵野市とのごみ処理相互支援協定につきまして補足させていただきます。

恐れ入りますが、改めまして資料１の「ごみ処理相互支援に関する協定書」をごらんくだ

さい。 

 本件につきましては、地元協議会との協議も整いましたので、ここで締結するものでご

ざいます。具体的に申しますと、例えば施設の法定点検等で焼却炉を停止する際に、ごみ

処理に支障を来さないように、お互いの施設で相互に協力するというものでございます。 

 ちなみに、これまで三鷹市と武蔵野市との間で同様の協定がございましたので、平成

２５年度からはふじみ衛生組合と武蔵野市との間で協定を締結するものでございます。 

 続きまして、リサイクルセンターの小型破砕機の契約締結につきまして報告させていた

だきます。前回のふじみ衛生組合議会におきましてお認めいただきました補正予算の中で、

不燃ごみ等破砕系の処理方法の見直しに伴う小型破砕機の設置工事の契約につきましては、

入札の結果、メタウォーター株式会社と契約いたしました。予算額７,３５０万円のとこ

ろ、契約金額は消費税込みで５,２４４万７,５００円でございました。 

 次に、ごみ処理実績につきまして補足させていただきます。恐れ入りますが、資料３を

改めてごらんください。リサイクルセンターのごみ処理実績でございます。まず資料３、
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平成２４年１０月から１２月までの第３四半期のごみ処理実績でございます。 

 そこにありますように、搬入実績につきましては両市とも少しずつ下がっている、いわ

ゆる微減という状態でございます。合計につきましてもマイナス１.４％ということで、

微減となっております。 

 下側、左側の搬出実績でございます。こちらについての特徴点を申し上げますと、８番、

９番のところ、銅と真鍮でございますが、前年度同期では銅と真鍮の搬出実績はございま

せんでしたが、平成２４年度はこの第３四半期で搬出をしております。 

 右側の搬出（逆有償）の欄をごらんください。特徴点を申し上げますと、１と２、プラ

スチックのサーマル化と残さのところ、これが２３年度と比較しまして大幅に減となって

おります。こちらの減の理由につきましては、１２月からプラスチックの可燃性残さにつ

きましては、クリーンプラザふじみ、いわゆる新ごみ処理施設に搬入したということで減

となっているものでございます。 

 その下、残さ搬出をごらんください。３番、焼却（クリーンプラザふじみ）ということ

で、もちろん発電のエネルギーとしてサーサマルリカバリーをしているところでございま

す。こちらにつきましては平成２４年１２月からこちらのほうに搬出がありましたので、

６２３トンを受け入れしたというもので、率としては前年度比皆増となっております。 

 トータルの総搬出量といたしますと、マイナス０.９％ということで、微減という形に

なっております。 

 続きまして、資料４につきましては参考資料でございますが、平成２４年１月から

２４年１２月までの歴年のごみ処理実績でございます。こちらの歴年のごみ処理実績をも

ちまして、平成２５年度の予算の搬入割合に伴うリサイクルセンターの予算という形にな

りますので、この率によって予算の比率を搬入割合に応じまして決めるという形になって

おりますので、参考としてごらんいただければと存じます。 

 それから、本日、席上配付した資料の中で有価物品等の価格の推移表、Ａ４横の資料が

ございますので、そちらのほうをごらんいただきたいと存じます。 

 前回の議会以降の状況について説明を申し上げます。まず、上から６番目、７番目、鉄

でございます。特Ａ鉄、鉄のスチール缶を塊にしたものでございます。こちらについては

トン当たり２万１,６００円。Ａ鉄、飲料缶以外の状況のいい鉄でございます。こちらに

ついてはトン当たり２万５００円でございます。 

 なお、鉄につきましては１０月が底値だったんですけれども、おかげさまでそれよりも
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回復傾向ということで、上昇しております。 

 続きまして、９番、１０番、特アルミとアルミでございます。特アルミにつきましては、

飲料アルミ缶を塊にしたものでございます。トン当たり１０万８,５００円、通常のアル

ミにつきましてはトン当たり７万３,６２０円。こちらもおかげさまで７月、１０月と比

較しますと、この１月の入札で有価物の価格が上昇しております。このような形で、比較

的今は少しずつ上昇傾向にあるという形でございます。 

 続きまして、都内の災害廃棄物受け入れ状況につきまして補足させていただきます。恐

れ入ります、本日、席上に配付しました参考資料の中で、災害廃棄物受け入れ状況の資料

をごらんください。 

 １枚目、表面が多摩地域の状況でございます。前回の議会以降の状況につきましては、

町田市のリサイクル文化センターにおきまして、１１月１日から受け入れを開始しており

ます。受入量の予定は５０７トン以内でございます。一番下、八王子市戸吹清掃工場につ

きましては、年を明けまして平成２５年１月９日から受け入れをしております。おおむね

５００トンの受け入れを予定しております。 

 続きまして、裏面でございますが、東京２３区での女川町の災害廃棄物の受け入れ状況

でございます。受入実績につきましては、資料をごらんいただければと存じます。そのよ

うな形で、１１月、１２月、１月といい形で推移をしているものでございます。 

 なお、前回の議会でも申し上げましたように、女川町の災害廃棄物の受け入れにつきま

しては、平成２５年３月までで終了する見込みでございます。 

 なお、平成２５年４月以降の災害廃棄物の受け入れでございますけれども、現在のとこ

ろ、宮城県からの受け入れ要請はない見込みでございます。また、岩手県につきましては、

東京都内の民間処理施設に対して、平成２５年度、今後廃棄物の受け入れ要請がございま

す。まだ都内の自治体の清掃工場に対しての可燃性廃棄物の受け入れ要請は、現時点では

ございません。 

 私からの報告は以上でございます。 

○議長（林明裕君）  ありがとうございました。 

 管理者からの報告は以上でございますが、ただいまの管理者報告につきまして質疑のあ

る方は挙手をお願いいたします。嶋﨑議員。 

○７番（嶋﨑英治君）  ただいまありました女川町の関連で、４月１日以降どうなるの

かということで、宮城からはありませんということですね。それから、岩手のほうでは都
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内の民間の施設への受け入れ要請があるという報告があったんですが、都内の民間施設と

いうのはどういう施設なんでしょうか。把握されていたら教えてください。 

○議長（林明裕君）  浜事務長。 

○事務長（浜三昭君）  こちらにつきましては、都内の主に城南島であるとか中央防波

堤等にありますような、産業廃棄物も受け入れることが可能な民間施設におきまして受け

入れをしていくという方向が示されております。これまでも岩手県の廃棄物等につきまし

ては、同様に都内の民間施設で受け入れております。 

 以上でございます。 

○議長（林明裕君）  嶋﨑議員。 

○７番（嶋﨑英治君）  わかりました。そうすると、城南島あるいは中央防波堤という

ことですから、周辺地域にはお住まいになっている方はいないと。そういう施設というふ

うに理解してよろしいですか。 

○議長（林明裕君）  浜事務長。 

○事務長（浜三昭君）  そのように理解しております。 

○議長（林明裕君）  ほかにございますか。緒方議員。 

○６番（緒方一郎君）  今の廃棄物の受け入れなんですが、例えば三鷹市でいうと姉妹

都市の矢吹町とか、それから調布さんも東北にあるのかどうかわかりませんけれども、そ

ういうところからの特に要請があるのかないのか１点お伺いいたします。 

○議長（林明裕君）  管理者、お願いします。 

○管理者（清原慶子君）  三鷹市の姉妹町であります矢吹町からは、現時点でそのよう

な要請はございません。 

○議長（林明裕君）  長友副管理者、お願いします。 

○副管理者（長友貴樹君）  特にございません。 

○議長（林明裕君）  緒方議員。 

○６番（緒方一郎君）  ありがとうございました。 

○議長（林明裕君）  ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林明裕君）  よろしいですね。それでは、以上で質疑を打ち切りたいと思いま

す。 

 以上３件の報告は報告のとおりご了承をお願いしたいと思いますが、これにご異議はご
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ざいませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（林明裕君）  ご異議なしとなし認め、管理者報告のご了承をお願いしたいと思

います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第４ 議案第１号 ふじみ衛生組合一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の専決処分に

ついて 

○議長（林明裕君）  続きまして、日程第４、議案第１号、ふじみ衛生組合一般職の職

員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分についてを議題といたします。 

 事務局に議案の朗読をさせます。 

（事務局朗読） 

○議長（林明裕君）  以上で朗読は終わりました。 

 続きまして、管理者から提案理由の説明をお願いしたいと思います。清原管理者。 

○管理者（清原慶子君）  議案第１号、ふじみ衛生組合一般職の職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の専決処分につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 ふじみ衛生組合職員の給与の改定につきましては、従来から三鷹市に準じて実施してき

たところでございますが、三鷹市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例が三鷹市

議会におきまして平成２４年１２月２０日可決され、平成２５年１月１日から施行されま

した。これに伴いまして、当組合職員の給与に関する条例を改正する必要が生じましたが、

議会を招集する時間的な余裕がないことから、地方自治法第２９２条において準用する同

法第１７９条第１項の規定に基づきまして、当該条例を平成２４年１２月２８日付で専決

処分いたしました。 

 給与改定の内容でございますが、三鷹市に準じ、扶養、住居、管理職手当を見直すとと

もに再任用職員の給料月額を引き下げるもので、平成２５年１月１日から施行いたしまし

た。 

 以上、専決処分のご報告をいたします。 

 提案理由の説明は以上のとおりでございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げま

す。 

○議長（林明裕君）  ありがとうございました。 
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 それでは、これより質疑に入りますが、質疑のほうはございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林明裕君）  質疑はないようでございますので、以上で質疑を打ち切り、討論

を省略して採決を行いたいと思いますが、これにご異議はございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（林明裕君）  ご異議なしと認め、これより採決を行いたいと思います。議案第

１号、ふじみ衛生組合一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分

について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（林明裕君）  ありがとうございます。満場一致と認めます。よって、本案は原

案のとおり承認されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第５ 議案第２号 平成２４年度ふじみ衛生組合補正予算（第

３号） 

○議長（林明裕君）  続きまして、日程第５、議案第２号、平成２４年度ふじみ衛生組

合補正予算（第３号）を議題といたします。 

 事務局に議案の朗読をさせます。吉野次長。 

（事務局朗読） 

○議長（林明裕君）  朗読が終わりました。 

 続きまして、管理者から提案理由の説明を求めたいと思います。清原管理者。 

○管理者（清原慶子君）  議案第２号、平成２４年度ふじみ衛生組合補正予算（第

３号）につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 補正予算（第３号）の概要でございますが、歳入予算の補正を行うものでございます。

歳入予算の総額に繰越金として平成２３年度の繰越金１億２,７６４万９,０００円、諸収

入としてリサイクル協会からの再商品化合理化拠出金３,５３６万４,０００円を増額計上

し、増額した１億６,３０１万３,０００円について、両市の分賦金から減額するものでご

ざいます。これにより、三鷹市の分賦金は８,１７３万４,０００円減りまして４億

８,８３６万６,０００円に、調布市の分賦金は８,１２７万９,０００円減りまして４億

９,０２６万３,０００円となります。 

 提案理由の説明は以上のとおりでございます。よろしくご審議をお願い申し上げます。 
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○議長（林明裕君）  それでは、これより質疑に入りたいと思いますが、質疑のある方

は挙手をお願いしたいと思います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林明裕君）  質疑はないようでございますので、これで質疑を打ち切りたいと

思います。 

 これより討論に入りますが、討論のある方はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林明裕君）  ないようでございますので、以上で討論を打ち切りたいと思いま

す。 

 採決に移ります。議案第２号、平成２４年度ふじみ衛生組合補正予算（第３号）につい

て、原案のとおり決することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

（賛成者挙手） 

○議長（林明裕君）  ありがとうございます。満場一致と認めます。よって、本案は原

案のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

          日程第６ 議案第３号 平成２５年度ふじみ衛生組合予算 

○議長（林明裕君）  続きまして、日程第６、議案第３号、平成２５年度ふじみ衛生組

合予算を議題といたします。 

 事務局に議案の朗読をさせます。吉野次長。 

（事務局朗読） 

○議長（林明裕君）  続きまして、管理者から提案理由の説明を求めたいと思います。

清原管理者。 

○管理者（清原慶子君）  議案第３号、平成２５年度ふじみ衛生組合予算につきまして、

提案理由の説明を申し上げます。 

 両市の行財政を取り巻く環境は引き続き大変厳しい状況でございます。このように厳し

い状況の中での平成２５年度ふじみ衛生組合予算でございますが、クリーンプラザふじみ

が３月末に竣工し、いよいよ４月から施設が本格稼働することから環境と安全に徹底的に

配慮し、搬入される可燃ごみの適正な処理に取り組んでまいります。また、リサイクルセ

ンターにつきましては、日々の不燃ごみ及び資源物はしっかりとその適正処理と資源化を

継続していくとともに、施設の維持管理の推進、長寿命化を図るための対策及びさらなる
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臭気対策を実施してまいります。平成２５年度におきましても市民の皆様の生活を守る立

場で、より一層の努力をしてまいります。 

 予算の概要でございますが、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１７億５８９万

５,０００円で、前年度と比較いたしますと４１億３,０６５万５,０００円、約７０.８％

の減となっております。 

 なお、各款項別の予算の内容につきましては、事務長から詳細の説明をいたさせますの

で、よろしくお願いいたします。 

 提案理由の説明は以上のとおりでございます。どうぞよろしくご審議をお願いいたしま

す。 

○議長（林明裕君）  ありがとうございました。 

 続いて、詳細の説明を浜事務長、お願いいたします。 

○事務長（浜三昭君）  議案第３号、平成２５年度ふじみ衛生組合予算の詳細につきま

して説明させていただきます。ふじみ衛生組合予算及び同説明書をごらんください。 

 まず、２ページをお開きください。こちらが歳入歳出予算の総括表でございます。 

 なお、詳細につきましては、６ページ以降からの明細書で説明をいたします。 

 次に、４ページをお開きください。第２表、債務負担行為でございます。平成２５年度

につきましては、スプレー缶・ライター処理機の賃借料を債務負担行為として平成３２年

度まで計上を予定していまして、限度額は２,３９８万５,０００円でございます。 

 第３表、地方債でございます。平成２５年度の起債でございますが、リサイクルセンタ

ーの設備更新事業ということで、後ほど説明いたしますが、プラスチックの圧縮梱包機の

取りかえ更新工事を予定しております。限度額は４,６００万円でございます。 

 続きまして、６ページ、７ページ、歳入歳出予算事項別明細書をごらんください。 

 まず、左側が歳入でございます。 

 １、分担金及び負担金については両市からの分賦金でございまして、前年度比で約３億

３,５３８万円の減となっております。 

 ２、使用料及び手数料でございますが、こちらは平成２５年４月から新たに廃棄物処理

手数料、いわゆる持ち込みをされる可燃ごみの手数料を徴収いたしますので、その予算を

計上したものでございます。 

 ３、国庫支出金につきましては、前年度は新ごみ処理施設関係の国庫支出金がございま

したが、今年度は大幅に減っております。 
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 ４、財産収入につきましては、有価物の売り払いでございますが、市況の低迷に伴いま

して、平成２５年度予算につきましては前年度予算と比較しまして減となっております。 

 諸収入の増については後ほど説明をさせていただきます。 

 また、組合債につきましては、平成２５年度は先ほど説明しましたリサイクルセンター

関係の４,６００万円でございます。前年度は新ごみ処理施設関係の大きい金額がござい

ましたが、比較しますと大幅に減っております。 

 右側、歳出でございます。議会費、総務費、事業費、特に事業費につきましては建設工

事の減ということがございまして、大幅に事業費が減っております。 

 それでは、詳細を説明させていただきます。 

 ８ページ、９ページをごらんください。両市の分賦金でございます。本年度の分賦金の

総額は８億９,２７４万６,０００円でございますが、うち三鷹市の分賦金につきましては

４億４,８２８万７,０００円でございます。 

 次にめくっていただきますと、１１ページ、調布市の分賦金でございます。４億

４,４４５万９,０００円でございます。いずれも２４年度の当初予算と比較しますと、大

幅に減っております。 

 続きまして、１２ページ、１３ページ、使用料及び手数料のうちの廃棄物処理手数料で

ございます。可燃性ごみの持ち込みにつきましては、平成２５年４月から手数料をふじみ

衛生組合でちょうだいすることとなっております。 

 １３ページの説明欄をごらんください。８,７００トンの持ち込みごみの受け入れを予

定しておりまして、１０キロにつき３５０円という規定でございますので、トンに直しま

すと３万５,０００円でございますので、そのような形での収入、３億４５０万円を見込

んでおります。 

 続きまして１４ページ、１５ページをごらんください。国庫支出金でございます。事業

費国庫補助金でございますが、前年度、平成２４年度までは新ごみ処理施設建設費の補助

金が１５億円ほど計上されておりましたが、平成２５年度につきましては国の補助は放射

能測定に関する補助金ということで、４４１万円を見込んでおります。 

 続きまして、１６、１７ページ、財産収入でございます。財産収入は右側の説明欄のと

おり、有価物売払収入でございます。重量は２３年度の実績、単価は２４年度の売り払い

実績の０.８０で見込んでおりまして、最近の市況が少し低迷している関係で、２４年度

よりも収入の見込みが減っているものでございます。 
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 続きまして、１８、１９ページは前年度繰越金でございますが、繰越金については当該

年度、前年度とも同額の２,０００万円の計上でございます。 

 ２０ページ、２１ページ、諸収入でございます。諸収入の中で、下側、雑入でございま

す。右側のところをごらんください。雑入の歳入が増えております。特に一番大きなもの

を説明させていただきますと、上から２段目、可燃ごみ処理施設売電収入でございます。

可燃ごみ処理施設売電収入につきましては、一たんふじみ衛生組合に収入がされまして、

そちらにつきましては後ほど歳出のところにございますが、同額を事業者でありますエコ

サービスふじみ株式会社に委託料として支出するという形になっております。いわゆる収

入が入ったものと同額を支出するという形になっておりますので、この雑入の収入の中で

は３億２,８０７万４,０００円という収入を見込んでいるというものでございます。 

 次に、２２ページ、２３ページ、組合債でございます。平成２４年度につきましては、

新ごみ処理施設の工事費の借入金の起債がございましたが、２５年度は先ほど来申し上げ

ております、右側説明欄にもございますが、リサイクルセンターに係る４,６００万円と

いうことでございます。 

 歳入につきましては以上でございます。 

 引き続き歳出でございます。 

 ２４ページ、２５ページをお開きください。 

 まず、議会費でございますが、議会費につきましてはほぼ前年度と同様でございます。 

 続きまして、総務費でございます。総務費につきましては、前年度より３,７００万円

ほど増えております。この増の要因でございますけれども、従来、新ごみ処理施設の建設

費で計上しておりました地元協議会の関係費、新たに加わります専門委員会の関係費、そ

れから新たに加わります環境学習事業、地域交流事業、手数料等の収納事務、売電収入と

電気料配分事務等がこの総務費の中での計上となりましたので、総務費の計上が増となっ

ているものでございます。 

 引き続きまして、３０ページ、３１ページでございます。総務費の中に新たに目としま

して環境学習・地域交流推進費ということで、２５年度予算からの計上でございます。説

明欄にございますように、環境学習推進費が１０６万９,０００円。それから、説明の

２ございます。これはまだ仮称でございますけれども、地域の皆さんとの交流、また市民

の皆さんとの交流等を考えまして、年１回ふじみまつりを開催したいということで、その

ような予算を計上しております。 
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 続きまして、３２ページ、３３ページは事業費でございます。事業費につきましてはご

み処理場費でございまして、そのうちの第１目のごみ処理場管理費につきましては、リサ

イクルセンター、クリーンプラザふじみ共通の管理費ということで、こちらにのせさせて

いただいております。右側の３３ページのところにございますように、主には施設管理の

ための人件費等を予定しております。 

 それから、特徴点を申し上げますと、３３ページの説明欄の下から６行目、車両誘導警

備業務委託料でございますが、こちらにつきましてはリサイクルセンターもクリーンプラ

ザふじみも出入り口が共通でございますので、こちらのほうに警備委託料を計上させてい

ただいたものでございます。その下の廃棄物情報管理システム等使用料につきましても、

両施設のシステムと共通に使えるシステムとなっておりますので、こちらのほうへ計上さ

せていただいたものでございます。 

 続きまして、３４、３５ページにつきまして申し上げます。こちらにつきましてはリサ

イクルセンターの運営費でございます。特徴点を申し上げますと、本年度は７億２７５万

８,０００円、前年度が９億１,０１０万７,０００円ということで、比較としまして２億

円強が減となっております。 

 その主な理由でございますけれども、平成２４年度まで実施しておりましたプラスチッ

クの燃料化原料搬出処理業務委託料につきましては、従来、プラスチックの残渣等につい

てはできるだけサーマルリサイクルをしたいということで、わざわざ逆有償で遠くの事業

者にリサイクルを委託しておりましたけれども、平成２５年度からはふじみ衛生組合のク

リーンプラザふじみ、新ごみ処理施設でそちらにつきましては発電用の燃料としてサーマ

ルリカバリーいたしますので、その分の逆有償部分の委託料が約２億円弱減っているのが

影響しているものでございます。 

 詳細について説明させていただきますと、３５ページ右側が説明欄でございます。上か

ら十数行目になりますが、金額が大きいもので３億２,１４２万７,０００円、こちらにつ

きましては不燃ごみ処理施設の処理業務の委託料でございます。 

 次に、３６、３７ページ、その他の委託料及び工事等について説明させていただきます。 

 まず、下から９行目の、スプレー缶・ライター処理機賃借料でございます。こちらにつ

きましてはスプレー缶・ライターを処理できる機械ができたということがございまして、

導入したいというものでございます。こちらについては賃借料ということで、債務負担行

為でリース契約という形で考えております。 
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 下から５行目でございます。今回、主な工事で中心となりますのが、プラスチック圧縮

梱包機更新工事でございます。現在の圧縮梱包機につきましては、既に１１年が経過しま

して、使用頻度が非常に高いものですから、既にかなり老朽化をしておりますので、この

時点で将来を見据えながら、ここで更新をかけるというものでございます。 

 その下の小型破砕機等設置工事費でございます。こちらにつきましては、平成２４年の

第４回議会の中で補正をお認めいただいた小型破砕機設置工事費の２５年度支出分でござ

います。 

 続きまして、３８、３９ページ、クリーンプラザふじみの新ごみ処理施設の運営費でご

ざいます。前年度は運営費はゼロでございますので、本年度からの計上でございまして、

そこにございますように、６億７,９１７万３,０００円という金額となっております。 

 その中の特徴点を申し上げますと、３９ページの上から８行目、施設運営業務委託料

１億５,９４３万５,０００円につきましては、エコサービスふじみ株式会社に委託料とし

て支払う予算でございます。その下、売電収入相当額委託料でございます。先ほど雑入で

売電収入が一たんふじみ衛生組合に入りましたものを、こちらの売電収入相当額委託料と

いう形で、やはりエコサービスふじみに支払うものでございます。その２つの委託料をも

って、このエコサービスふじみが運営するという形になっております。それ以外のものは、

私どもふじみ衛生組合のほうで独自にやらなければいけない委託料等がそこに計上してご

ざいます。 

 それでは、次、４０ページ、４１ページでございます。公債費でございます。公債費に

つきましては、元金の支払いにつきましては平成２５年度におきましても予定はございま

せん。全て利子の支払いでございます。説明欄をごらんいただきますとおり、組合債の利

子の支払いが生じますのは、いずれもクリーンプラザふじみ分の支払いでございます。そ

こに記載のとおりの利子の支払いを予定しております。 

 次に、４２、４３ページをごらんください。予備費でございます。予備費につきまして

は、平成２５年度につきましても前年度予算と同額でございます。 

 歳出は以上でございます。 

 続きまして、４４ページ以降、まず給与費の明細の説明をさせていただきます。 

 ４４ページ、特別職でございますが、職員数等の変更はございません。若干共済費のと

ころが変わっておりますが、ほぼ同額でございます。 

 ４５ページ、一般職でございます。ここで職員数のところをごらんいただければと思い
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ます。平成２５年度予算につきましては、職員数は１３名ということで、２４年度は

１５名ということですので、比較として正規職員数が２名減となっております。両市から

の派遣が各１名減の予定でございます。そのような関係で、給与費の給料、共済費等が減

となっておりまして、人員減の関係と先ほど来の手当そのものの減額がございましたので、

減となっております。 

 ４６ページから５０ページまでにつきましては、それぞれの給与費の説明でございます

ので、ごらんいただければと存じます。 

 ５２ページ、５３ページでございます。債務負担行為の調書でございます。平成２５年

度予算におきまして新たに加わりましたものが、先ほど説明しましたスプレー缶・ライタ

ー処理機賃借料でございます。そこに記載のとおり、平成３２年までの７年間の賃借を予

定しております。 

 続きまして、５４ページでございます。地方債の調書でございます。新たに普通債、こ

れまでは（１）のクリーンプラザふじみ、いわゆる新ごみ処理施設だけだったんですが、

先ほどの（２）リサイクルセンターの４,６００万円が当該年度中の見込みに加わったも

のでございます。 

 私からの説明は以上でございます。 

○議長（林明裕君）  ありがとうございました。 

 それでは、これより質疑に入ってまいりたいと思いますが、質疑のある方は挙手をお願

いしたいと思います。緒方議員。 

○６番（緒方一郎君）  では、お願いいたします。 

 今回、新しい施設ができることによって、従来の不燃物だけではない大きな職場になっ

たわけでございますが、逆にその際にまず人数が増えたのかどうか、増えたとしたら何名

ぐらい増えるのかということが１点。 

 それから、逆に予算上の合理化といいますか、集約化でこういう点を集約できて、予算

的に貢献することができたのかというのが１点です。 

 従来、環境センターでお働きになっていた、これは市の職員になるわけですけれども、

こちらのほうでそのまま再任用とか、再雇用とか、継続的にされた方があったのかどうか、

これが２点目です。 

 予算書の２９ページに、これは三鷹の市議会でも前に指摘したことがあるんですが、Ｏ

Ａ機器という古めかしい項目が残っておりまして、これは一体何をあらわして１５０万円
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あるのかということ。名称の件と中身を教えてください。 

 ３１ページの環境学習の内容についてちょっとメニューがありましたら、具体的に教え

ていただきたいと思います。 

 ３３ページの車両誘導なんですが、実はこの車両誘導に従事されている方々が大変評判

がよくて、単に右へ行け、左へ行けではなくて、朝でしたら「おはようございます」の挨

拶、通り過ぎる自転車の方にもされているということで大変評判がいいんです。そのこと

はお伝えをしていただきたいと思います。 

 ３５ページの不燃物の委託で一番大きいところでございますが、これはどこに委託して

あったんでしょうか。再確認をさせてください。 

 せんだって寒川に行かせていただきまして感じましたのは、やはり作業環境、特にベル

トコンベア上でお仕事されている方の作業環境のことがございますので、今回、新しいこ

ういう施設ができたのに伴い、休憩室とかレストルーム、その他メンタル的なことを含め

て何か補強された環境があれば、教えていただきたいと思います。 

 最後に、市民の方々からお問い合わせがありまして、例の白い煙が出始めているという

ことでご心配が上がりまして、この間、三鷹の市報には載せさせていただきましたが、調

布の市報とかそのほかでもご案内をしていただいているのかどうか、白い煙は安全である、

水蒸気だけであるということと、それを除去しない装置をつくらなかったことの経緯とい

うことですね。 

 それからもう一つは、目に見えないんですが、排水。今回、こちらに大規模なごみ処理

がありますね。その排水については大丈夫なのか。これは調布市さんに流す形になるかど

うかわかりませんけれども、それのご心配がありましたので、これについても一度広報し

ていただいて、何ら変わりないというか、安全であるということをしていただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

 以上でございます。 

○議長（林明裕君）  ちょっと多岐にわたりますけれども、９点か１０点ありますね。

よろしくお願いしたいと思います。清原管理者。 

○管理者（清原慶子君）  私からお答えして、また担当から補足をいたさせますので、

よろしくお願いいたします。 

 まず、職員の件でございますが、４５ページの一般職のところでお示しいたしましたよ

うに、今回、新ごみ処理施設の完成とともに、一般職の職員については２人減員をいたし
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ました。今回は委託をしておりまして、運営そのものにつきましては、新たな新ごみ処理

施設の運営は専門の立場の事業者に委託しておりますが、その人数についてはまた詳細説

明をいたさせます。 

 なお、環境センターについてご質問いただきました。環境センターにつきましては、平

成２５年度は洗浄等の業務が残ります。あの環境センターにつきましても、実は委託事業

者との協働で運営をしておりました。したがいまして、三鷹市の派遣していた職員につい

ては、一定の業務の終了とともに減員をさせていただきますが、適正な後処理ができます

ように三鷹市の職員は担当者を残します。 

 それから、安全管理をしている委託事業者が通行の方にも大変好評であるという点は、

本当にありがたく思います。実は委託事業者を更新いたしますときに事務長にも指示をい

たしまして、これから新しい施設の安全管理をするのは、構内で仕事をするために入って

くる可燃ごみ・不燃ごみの処理事業者の安全確保をするだけではなくて、この施設全体の

イメージも損なわないように指導してほしいというふうに指示をしておりましたので、好

評をいただいていることは大変ありがたいので、このことについては委託事業者にしっか

りと伝え、さらなる継続を指示したいと思っております。 

 私からは以上でございます。 

○議長（林明裕君）  続いて浜事務長、お願いします。 

○事務長（浜三昭君）  それでは、私から何点かお答えさせていただきます。 

 まず、環境学習の内容でございます。現在のところ、まだ確定という形ではございませ

んけれども、例えば具体的に申し上げますと、夏休みであるとか春休み等は、お子様であ

るとか親子連れの皆様とそういう環境学習のイベント的なものをやりたいと考えておりま

す。また、あと通常でも市民の皆様を対象に、何らかの形でやりたいということで考えて

おります。 

 それから、不燃物の委託業者の件でございます。リサイクルセンターですね。平成

２４年度につきましては、具体的な例を申し上げますと、三鷹市の事業者から１社、調布

市の事業者から１社の合同でやっております。ただ、もちろん平成２５年度については、

今度新たな契約となりますけれども、適正な契約をしていきたいと考えております。 

 水蒸気と排水についての広報の関係ですが、水蒸気につきましてはこの２月の両市の広

報で、市民の皆様からの問い合わせがございましたので、水蒸気の関係と夜間の航空障害

灯が赤く見えるという、その２つについての啓発をさせていただきました。また、ふじみ
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のホームページにも載せさせていただいております。 

 排水につきましては、先ほど放射能について、特に問題はなかったという資料をお話し

したところでございますので、そういうものもホームページ等できちっと載せさせていた

だいて、問い合わせ等があればきちっとお答えしていきたいと考えております。 

 私からは以上でございます。 

○議長（林明裕君）  続きまして吉野次長、お願いします。 

○事務局次長（吉野弘巳君）  私からはＯＡ機器等の使用料についてお答えをさせてい

ただきたいと思います。この経費につきましては、事務で使いますパソコンとか、プリン

ターなどの経費を計上させていただいたものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（林明裕君）  続いて荻原室長、お願いします。 

○新施設建設準備室長（荻原正樹君）  職員数の人数について補足をさせていただきま

す。 

 まず、私どもふじみ衛生組合の職員でございますが、現在、新施設準備室に職員が４名

おりますけれども、施設が竣工いたしますことから、この４名について減になります。一

方、４月以降、クリーンプラザふじみについて電力料金のやりとりですとか、廃棄物処理

手数料の収納等新たな業務が発生しますので、そこで２名増ということで、差し引き４か

ら２を引いた２名が減になるという予定でございます。 

 一方、運転をいたしますエコサービスふじみ株式会社でございますが、こちらは３５名

体制で運転を行う予定でございます。具体的に言いますと、４班で職員を割り振りまして、

２４時間運転でございますので、８時間交代ですとか１６時間交代で運営していく形にな

ります。 

○議長（林明裕君）  小林参与。 

○参与（小林一三君）  先ほどご質問がありました白い煙への情報発信というか、ＰＲ

の関係ですけれども、調布市ではホームページのほうにアップしておりまして、できるだ

けわかりやすい情報提供で引き続き対応していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（林明裕君）  荻原室長。 

○新施設建設準備室長（荻原正樹君）  １点答弁漏れがございました。なぜ白煙防止装

置をつけなかったのかということでございますけれども、これは市民検討会におきまして
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白煙防止装置をつけるべきかつけないべきかという議論がございました。白煙防止装置を

つけますと、排ガスの排出温度を上げなければいけないということですので、貴重な熱エ

ネルギーをそこで消費することになります。そうしますと、地球温暖化への影響、環境負

荷への影響がございますので、見た目の問題であるならば、わざわざ熱エネルギーを使っ

てまで白煙を消す必要はないだろうということでご提言をいただきました。それに伴いま

して、今回は白煙防止装置についてはつけないというふうにふじみ衛生組合で決定したも

のでございます。 

○議長（林明裕君）  続いて浜事務長。 

○事務長（浜三昭君）  １点ご質問がございました寒川のリサイクルセンターをご視察

した後の作業環境の件でございます。 

 私どものリサイクルセンターも同様に、ああいう手選別等の施設がございますので、私

どもは中で労働安全の協議会を設けておりまして、それぞれ事業者の方もその中に入って

おりまして、作業環境につきまして向上するような形で、毎月１回労働安全の協議会を開

催しております。そういうところでぜひ今後、寒川の例も生かしていきたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（林明裕君）  緒方議員。 

○６番（緒方一郎君）  ありがとうございました。今の白い煙については、それが出る

ことは必要ないということも広報に載せてくださいという意味ですので、よろしくお願い

いたします。 

 それから、作業環境のことにつきましては、せっかくこっちにきれいな建物ができたの

で、こっちでお休みになったりなんかできる施設というか、設備とか、そういうこともぜ

ひご検討いただきたい。要望でございます。 

 ＯＡ機器についてはオフィスオートメーションということでございますので、もうかな

り死語というか、埋葬されているような言葉でございますので、ＩＴとかパソコン、プリ

ンターとか、そのままお使いになって、これはご検討いただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 以上で終わります。 

○議長（林明裕君）  ほかにございますか。嶋﨑議員。 

○７番（嶋﨑英治君）  最初に１５ページの事業費国庫補助ということで、放射能測定
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に伴う補助金ということで４４１万円きていますが、国のどの省庁にこの補助金を申請し

たんでしょうか。その申請内容と申請金額どおり満額なのかどうかということです。これ

が１点です。 

 続きまして、２１ページ、雑入の可燃ごみ売電収入、それが今度エコサービスに支出を

すると。その仕組みというのは市民は見ただけではわからないと思いますので、どうして

こうなるのかということをご説明いただきたいと思います。 

 次に、３１ページになります。環境学習推進費のところで推進チームというのがありま

す。私の不勉強だったら申しわけないんですけれども、このメンバーはどういうメンバー

であるのかということと、続きましてふじみまつり（仮称）運営ということで、先ほど一

たんあったのかと思いますが、内容はいつ。それで、この推進チームでそういうことを検

討して決めるということなのかどうかということをお尋ねします。 

 続きまして、ちょっと細かくなりますが、３９ページになります。放射能測定調査業務

委託料とか焼却灰等分析業務委託料、作業環境等測定業務委託料、ダイオキシン類等測定

業務委託料等々あります。それから、途中は省略しますけれども、アスベスト測定調査委

託料というのが委託料で計上されております。それぞれ委託先は違うと思うんですが、ど

のような機関に委託されることになるのかお教えいただきたいと思います。 

 ４５ページの総括というところの表の中で、本年度（１）について括弧内の説明が下に

あります。これは「再任用短時間勤務職員を外書きしたものです」ということですね。こ

れはふじみ衛生組合の雇用の職員なんだろうと。私、ちょっと記憶がなかったものですか

ら、お教えいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（林明裕君）  以上大きく５点ですね。浜事務長、お願いします。 

○事務長（浜三昭君）  私からは最後の再任用職員につきましてお答えさせていただき

ます。こちらの（１）再任用短時間勤務職員、現在も勤務しておりますけれども、実は二

枚橋衛生組合にいた方が調布市に採用になりまして、その後、ふじみに来られた方が今現

在、再任用短時間雇用で残っております。その方が今後継続するかどうかは別ですが、同

様に再任用の方をまたお願いしたいということでございます。 

 以上でございます。 

 その他につきましては、担当より説明をいたします。 

○議長（林明裕君）  続いて吉野次長、お願いします。 
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○事務局次長（吉野弘巳君）  私からはふじみまつりについてお答えをさせていただき

ます。 

 クリーンプラザふじみにつきましては、地域の皆様のご理解とご協力により設置するこ

とができましたことから、より地域の皆様と交流し、親しんでいただける清掃施設を目指

して、年１回程度ふじみまつりを行いたいと考えているところでございます。 

 内容といたしましては、多摩ニュータウンの清掃工場が行っております多摩タウンフェ

スタという地域交流事業をモデルとして、地元協議会の皆様や、先ほどもちょっとお話が

ありましたが、環境学習推進チームの皆さんのアドバイスも参考にしながら、一緒につく

っていきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（林明裕君）  続いて荻原室長。 

○新施設建設準備室長（荻原正樹君）  それでは、まず１点目、１５ページの放射能測

定に伴う補助金でございますが、これは申請省庁につきましては環境省でございます。対

象になる事業でございますけれども、排ガスと灰に含まれるセシウム濃度の測定に対して

補助金が出ます。金額ですけれども、実際にかかった費用となっておりますので、予算は

４４１万円組んでおりますが、実額が来年度出るということでございます。 

 続きまして２点目、売電収入でございます。２１ページになります。売電収入の仕組み

でございますけれども、これは東京電力との関係で、一敷地について契約者は一事業所と

いうことになっております。私どもも東京電力と契約するときに、ふじみ衛生組合が契約

者となるのか、それともエコサービスふじみ株式会社が契約者になるのかということで検

討を行いました。 

 その結果でございますけれども、不燃ごみ処理施設、リサイクルセンターをふじみで抱

えていることから、契約者としてはふじみ衛生組合のほうがいいだろうという結論に達し

ました。そこで、東京電力に電力を売りますと、売電収入は契約者であるふじみ衛生組合

のほうに一度入ってまいりますが、委託契約上、売電収入についてはエコサービスふじみ

株式会社に帰属するということになっておりますので、一度ふじみ衛生組合に入ってきた

売電収入を、委託料という形でエコサービスふじみ株式会社に引き渡すということになり

ます。したがいまして、３９ページの歳出のほうで売電収入相当額の委託料というものを

同額で組ませていただいたものでございます。 

 続きまして３１ページ、環境学習推進チームのメンバーについてでございます。環境学
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習推進チームにつきましては、現在の要綱は竣工するまでとなっておりますので、現在の

メンバーについてご紹介をさせていただきますと、両市のごみ対策課の職員、両市の環境

政策課の職員、環境学習に精通している者ということで市民の方から数名、それから市民

検討会からの引き継ぎということで、市民検討会の正副会長並びに市民委員として三鷹市、

調布市から１名ずつ、環境学習は特に小学校４年生が社会科の授業の一環として施設に見

学に来るということもございまして、両市の教育委員会から推薦を受けた者ということで、

具体的には学校の先生ですとか指導主事、そういったメンバーで構成されております。 

 現在はこのメンバーで、パネルですとかＤＶＤの内容、パンフレット、そういったもの

について検討いただいておりますが、要綱上はこれで一度切れますので、また来年度新た

に要綱をつくりまして、実際に運営上の環境学習に携わっていただこうと考えているとこ

ろでございます。 

 続きまして５点目、環境測定に関する委託料の関係ということで３９ページでございま

す。環境測定の一部につきましては、エコサービスふじみ株式会社との委託契約の中に含

まれているものがございますけれども、地元協議会とお話をしていく中でかなりの項目に

ついて追加要望がございました。当初の契約に入っていないものについては、ふじみ衛生

組合のほうで追加で発注するということで、今回、予算を組ませていただいたものでござ

います。 

 なお、業者につきましては、基本的には入札を考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（林明裕君）  ありがとうございました。嶋﨑議員。 

○７番（嶋﨑英治君）  契約ってそういうことだったんですねということで、ようやく

売電の仕組みが理解できました。ありがとうございました。 

 それから、１５ページの関係でいくと、予算ということですから、実績に伴うというこ

とになると、それは増減があるというふうに理解していいんですか。これだけかかっちゃ

ったので、これがこなければ困る、これ以内だということじゃなくて。それをお尋ねして

おきます。 

 ここには直接記載がないんですけれども、３３ページにふじみの職員の健康診断委託料

が計上されているんですけれども、事業者のエコサービスふじみの健康診断などはどうい

うぐあいになっているのかということがおわかりになりましたら、お教えいただきたいと

思います。それぞれごみ処理をするわけですから、特殊の健康診断なども必要になってく
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るだろうと理解しますので、おわかりになりましたら、そこをお教えいただきたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（林明裕君）  じゃ、答弁、お願いします。荻原室長。 

○新施設建設準備室長（荻原正樹君）  放射能測定に伴う補助金でございますけれども、

１品目ごとに上限がございます。それからもう一つ、月１回ということになっていまして、

複数回実施したとしても１回分しか出ないということになっております。 

 健康診断につきましては、詳しく事業者に聞いておりませんので、今後、情報を聞きま

して、またご説明したいと思いますが、少なくともこれだけ大きな事業所ですので、通常

の健康診断並びに他の自治体と同様の健康診断を受けられるというふうには認識している

ところでございます。 

○議長（林明裕君）  嶋﨑議員。 

○６番（緒方一郎君）  ありがとうございました。健康診断については、直接ふじみで

かかわることではないわけですけれども、先ほど他の議員からありましたように、直接持

ち込まれたごみを分別するということで、大変な環境の中で働くわけですから、そこに十

分注視していただいて、法定の健康診断などが義務づけられていると思いますから、そこ

がちゃんと実施されているかどうかということも含めて注視していただければと思います。 

 私からの質問は以上でございます。ありがとうございました。 

○議長（林明裕君）  続いて大城議員。 

○１０番（大城美幸君）  ３１ページの環境学習推進チーム委員なんですが、現在の

方々は竣工までということなので終わりで、新たな要綱をつくるというご答弁だったんで

すけれども、新たなメンバーを何人にするのかということと、市民公募の枠が何人あるの

かということをお尋ねしたいと思います。 

 それと３９ページの放射能測定調査業務委託料なんですけれども、先ほど国庫の説明で

は排ガス中、灰中ということだったんですが、空間線量についても当然測定されると思う

んですが、それも含まれているのかということと、先ほど空間線量と焼却灰、飛灰、排水

等の放射能の測定結果が報告されましたけれども、そこでは１０月議会、１１月議会と月

２回の測定を空間線量はしています。この予算の中で放射能測定調査というのをどれくら

いの頻度で行うのかということをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（林明裕君）  答弁、お願いします。荻原室長。 



 -27-

○新施設建設準備室長（荻原正樹君）  まず、１点目でございます。環境学習推進チー

ムでございますけれども、現在、学校の先生等も含めてお願いしているところでございま

すが、実際に運営段階になりますと、学校の先生は授業等を抱えていますので、なかなか

参加できないということがございまして、今のメンバーで残れる人、それから新たに公募

等をするということを考えておりまして、人数は大体１０名から十数名を考えているとこ

ろでございます。 

 空間放射線量の関係でございますけれども、空間放射線量につきましては現在、ふじみ

衛生組合の職員が月に２回測定しております。また、機材については、他の自治体でも利

用しているような機材を使用しております。補助金との関係でございますが、職員が測定

したものについては補助金の対象とならないということと、備品の購入費についても補助

金の対象にはなりません。 

 また、そのほかの測定の頻度でございますけれども、まず排ガスについてはダイオキシ

ン類を除きまして年６回、排ガス中のダイオキシンについては年２回、そのほかに放射能

としましては、焼却灰・飛灰については月１回、排ガス・排水についても月１回を予定し

ております。 

 ただし、排水につきましては、循環再利用している関係で排水の出ない月もございます

ので、実際に排水が出ない月については測定ができないということでございます。また、

空間放射線量率につきましては、現在同様、月２回を予定しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（林明裕君）  大城議員。 

○１０番（大城美幸君）  放射線の測定についてはわかりました。震災後、原発事故か

ら２年たったとはいえ、市民の関心はまだあると思います。ですから、広報をきちんとし

ていただきたいということを要望します。 

 先ほどの環境学習推進チームなんですが、１０名から十数名程度ということですが、市

民公募の枠というか、何人かというのをお尋ねしたので、それだけお答えいただきたいと

思います。 

○議長（林明裕君）  荻原室長。 

○新施設建設準備室長（荻原正樹君）  市民公募の枠については、現在のところまだ決

めておりません。 

○議長（林明裕君）  大城議員、よろしいですか。 
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 ほかにございますか。宮本議員。 

○２番（宮本和実君）  おはようございます。私も売電のことでいろいろずうっと、ど

うなっているのかと思っておりまして、先ほどの説明でその流れはわかったんですが、こ

こで電力を何とお聞きすればいいのかという、説明もよくわからないんですけれども、各

地で、三鷹市さん、調布市の両市でも東京電力から買うよりも安くそれを、例えばお隣の

防災公園とかでまた活用ができるとお聞きしているんですが、この２５年度に関していえ

ば、両市の活用の度合いというんでしょうか、三鷹市さんがこのぐらい、調布市さんがこ

のぐらいという割合みたいなのは決まっているのか。あと、その流れというのをもう１回

教えていただきたいというのが１点。 

 あと、２１ページの売電収入の上のごみ処理施設使用電気料収入という収入というのは、

意味がよくわからない。これが１点。 

 あともう１点、たしか太陽光パネルとかもあったんじゃないかと思うんですが、その辺

の話もちょっとお聞かせいただければ。これはここに全部含まれているのかどうか教えて

ください。 

○議長（林明裕君）  荻原室長。 

○新施設建設準備室長（荻原正樹君）  売電についてご質問をいただきました。まず、

２５年度に両市への活用があるのかということでございますが、２５年度につきましては

三鷹市及び調布市への供給は予定しておりません。 

 また、２１ページの可燃ごみ処理施設使用電気料収入４,０１６万８,０００円について

ご質問がございました。これにつきましては先ほどもご説明しましたとおり、一敷地に一

契約ということで、東京電力とふじみ衛生組合が契約しているということでございます。

ですので、年に１回程度ですが、法定点検等によりまして焼却炉を全炉停止することが

１週間から１０日ほどございます。そのときはエコサービスふじみ株式会社も東京電力か

ら電力を買わなければいけないということになります。そうしますと、契約名義上はふじ

み衛生組合ですので、一度ふじみ衛生組合が買ったことになります。それが歳出でいいま

すと、３９ページの上から３段目の電気料４,０１６万８,０００円でございます。 

 という形で、ふじみが１回買ったことになります。ふじみ衛生組合としては、これをエ

コサービスふじみ株式会社に請求するということになりますので、同額が可燃ごみ処理施

設使用電気料収入ということで、２１ページにございます歳入に計上されているという仕

組みになっております。 
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 太陽光パネルでございますが、現在、太陽光パネルは５０枚設置しておりまして、合計

で１０キロワットの発電能力を持っております。これにつきましてはごみの焼却に伴って

発生します発電量と合算になりますので、具体的にこの部分だけ幾ら売れたとかいうこと

はわかりませんが、１０キロワットという小さなものですので、全て場内で消費されると

ご理解いただいてよろしいかと思います。 

○議長（林明裕君）  宮本議員。 

○２番（宮本和実君）  ありがとうございました。よろしくわかりました。そうすると、

両市で今後活用していく予定とか、そういう計画というのを教えてください。 

○議長（林明裕君）  浜事務長。 

○事務長（浜三昭君）  現在の計画では、それぞれ両市のほうに将来は送ろうという形

で準備を進めております。具体的に申し上げますと、三鷹市のほうでは隣接地に限られて

おりますので、三鷹市の今建設計画をしております防災公園の敷地内の施設、調布市にお

かれましてはちょうど今隣接しています調布市のクリーンセンターがある敷地内の施設等

への将来的な供給を考えております。 

 以上でございます。 

○議長（林明裕君）  宮本議員。 

○２番（宮本和実君）  ありがとうございます。それがまたできたときに皆さんに広報

するということで、こういう役に立っているんだな、東電よりもこれだけ安くなっている

んだというものをわかりやすくしていただきたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（林明裕君）  ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林明裕君）  質疑もないようでございますので、以上で質疑を打ち切ります。 

 これより討論に入りますが、討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林明裕君）  討論もないようでございますので、これより採決に移りたいと思

います。議案第３号、平成２５年度ふじみ衛生組合予算を原案のとおり決することに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（林明裕君）  ありがとうございます。満場一致と認めます。よって、本案は原

案のとおり可決されました。 
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  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

         日程第７ 議案第４号 平成２４年度ふじみ衛生組合補正予算（第

４号） 

○議長（林明裕君）  続きまして、日程第７、議案第４号、平成２４年度ふじみ衛生組

合補正予算（第４号）を議題といたします。 

 事務局に議案の朗読をさせます。吉野次長。 

（事務局朗読） 

○議長（林明裕君）  朗読は終わりました。 

 続いて、管理者から提案理由の説明をお願いしたいと思います。清原管理者。 

○管理者（清原慶子君）  議案第４号、平成２４年度ふじみ衛生組合補正予算（第

４号）につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 補正予算（第４号）の概要でございますが、歳入予算の補正を行うものでございます。

歳入予算の総額に分担金及び負担金として、昨年度に引き続き、震災復興特別交付税相当

額１９億４,７６０万円を増額計上し、組合債から同額を減額するものでございます。 

 なお、補正予算（第４号）の内容につきましては、事務長からこの後詳細の説明をいた

させますので、よろしくお願いいたします。 

 提案理由の説明は以上のとおりでございます。どうぞよろしくご審議をお願い申し上げ

ます。 

○議長（林明裕君）  続きまして、詳細説明を浜事務長お願いします。 

○事務長（浜三昭君）  議案第４号、平成２４年度ふじみ衛生組合補正予算（第４号）

の詳細につきまして説明させていただきます。 

 本予算は、追加議案として送付させていただいたものでございます。恐れ入りますが、

補正予算書の８ページ、９ページをごらんください。 

 平成２３年度に引き続きまして、平成２４年度もふじみ衛生組合新ごみ処理が震災復興

特別交付税の交付対象施設となりまして、国から当該交付税が三鷹市及び調布市に交付さ

れる見込みとなりましたことから、その交付税と同額を交付税相当額分担金として新たに

歳入として計上するものでございます。 

 次に、１０ページ、１１ページをお開きください。交付税相当額分担金の歳入に伴いま

して、組合債から同額を減額するものでございます。 

 なお、歳入予算の総額に変更はございません。 
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 私からの説明は以上でございます。 

○議長（林明裕君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入りたいと思います。

質疑のある方は挙手をお願いいたします。嶋﨑議員。 

○７番（嶋﨑英治君）  最初に１９億４,７６０万円新たに来るということで、驚きを

感じております。冒頭申し上げておきます。 

 震災復興特別交付税相当ということで両市に交付される見込みだということなんですが、

女川町の瓦れきも県外へ持ち出すものはない、宮城県も持ち出すものはない、岩手県も先

ほどの東京都の民間施設でということであって、ほかにはまだないというご説明もありま

した。したがって、どうしてこういうものが急遽交付され、収入として見込めるようにな

ったのか、その経緯についてまずご説明いただきたいと思います。 

○議長（林明裕君）  答弁お願いいたします。浜事務長。 

○事務長（浜三昭君）  交付の経緯でございますが、国の通知を読まさせていただきま

すと、平成２４年度予算におきまして通常枠予算に加え、復旧・復興枠予算を計上し、東

日本大震災の被災市町村における処理能力の増強及び災害廃棄物の広域処理を促進するた

め、災害廃棄物の受け入れの可能性がある施設の整備のために予算を計上するという仕組

みとなっております。その中で災害廃棄物の関係でございますと、市町村等が実施する事

業のうち、諸条件が整えば災害廃棄物の受け入れが可能と考えられる処理施設の整備事業

ということで、このたび平成２４年度につきましては、実績としてふじみ衛生組合の施設

が該当したということでございます。 

 そのようなことから、この執行に当たっては国のほうでよく精査をされていると伺って

おりますので、その精査をされた中で、２４年度につきましてはこの施設については先ほ

どの取り組み、例えば私どもは２４年度の中で地元協議会の皆様とも災害廃棄物の受け入

れについて、これから受け入れた場合についてのそれぞれのお約束を交わしているとか、

あるいはご存じのとおり、私どもは２４年１１月に議員の皆様、理事者の皆様も含めて女

川、石巻等の視察をしてきたという実績の中で、それが２４年度の実績として該当すると

いうことで、今回、国のほうからこの時期に示されてきたものと認識しております。 

 以上でございます。 

○議長（林明裕君）  嶋﨑議員。 

○７番（嶋﨑英治君）  この所管の省庁というんですか、特別交付税の関係でいくと、

私は総務省じゃないかなと思っているんですが、私たちが視察をしたということがそうい
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う実績にも該当するということですね。現在までに実際に処理したものはない。当初から

前年のときにあったように、４月１日から女川だけではないんだよというのがその後わか

りましたけれども、受け入れるということで、その実績もまだないわけですよね。にもか

かわらず前よりも多く来るということが、私自身としてはなかなか理解できません。 

 これは私の考えですから答弁は要りませんけれども、何かの調査があって、こういう決

定になったんだろうと思うんですけれども、環境省なり総務省なりという、総務省になる

んでしょうか、そういう調査があって回答する。それで、これ急遽ですよね。当初からあ

れば議案にのっていたわけで、だから追加議案になったという経過があって、ふじみ衛生

組合でもいかんともしがたいことだと思いますよ。さらに、私が言ったように国が一方的

に判断したことでなくて、何かの調査があって、そういう判断が国側から下ったというふ

うに私は推測するんですけれども、どうでしょうか。 

○議長（林明裕君）  浜事務長。 

○事務長（浜三昭君）  まず、その出どころでございますけれども、特別交付税でござ

いますので、総務省の所管という形になっております。実は環境省と総務省で調整等があ

ったということは伺っております。そういう中で、総務省の所管という形で示されたとい

うことでございます。急遽ということではございましたが、実は私どももまだこれがはっ

きり出る、出ないというところがそういう意味でつかめなかったものですから、当初の予

算あるいは３号補正では、その時点では計上できなかったというものでございますが、こ

こで総務省――東京都を経由してでございますけれども、そのような話で決定を見たとい

うことで、今回、急遽追加議案で計上させていただいたものでございます。 

 そういう形で、またもちろんのことながら、東京都全体で今、宮城県、岩手県と平成

２６年３月までの協定を結んでおります。私どもにつきましては、現在のところ岩手県等

から要請はまだ来ておりませんけれども、将来そういう形があった場合については誠意を

持って対応していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（林明裕君）  嶋﨑議員。 

○７番（嶋﨑英治君）  国の省庁との関係についてはわかりました。 

 そこで、先ほどこの交付税相当額が両市を通じてこちらに来るという、その交付の対象

の施設となったからということが理由の大きなところだったと思うんです。ということに

なりますと、災害が頻繁にあっては困りますけれども、そういうことがあった場合には、
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ふじみの処理施設は国なり県なりから要請があれば受け入れるということで、拘束されて

いくことにつながっていくのでしょうか。そこをお聞きします。 

○議長（林明裕君）  清原管理者。 

○管理者（清原慶子君）  今、質問議員さんご指摘のように、災害というのはいつ何ど

きやってくるかわかりません。現時点では東日本大震災の震災復興特別交付税の対象でご

ざいますふじみ衛生組合の処理施設は発電機能もありますし、一定の要件を満たしている

わけでございます。したがいまして、この間、地元協議会の皆様とも被災地支援について

はお話し合いを重ねてまいりまして、被災地支援についてであればこのふじみ衛生組合も

貢献すべきであると、地元協議会の皆様も総意でご理解をいただいているわけでございま

す。 

 そうであるならば、私としては安全最優先で判断をしていかなければなりませんので、

今回、東日本大震災の場合には福島第一発電所の事故を伴いまして、放射能ということが

処理を受け入れた多摩地域の市民の皆様には不安として指摘されているわけですが、今後、

何らかの災害が起こりましたときの瓦れき等の処理、可燃ごみの処理については、そうし

た安全を正副管理者としては第一義的に判断し、また地元協議会の皆様とも協議し、もち

ろん議員の皆様にも検討いただきながら、最終的な判断をしていくことになるかと思いま

す。 

 ただ、拘束されるかどうかということでございますけれども、機能として要件を持って

いるという点で今回は判断を下され、交付金もいただけるということになったわけですけ

れども、それ以降の判断については、私たちの今申し上げました安全最優先というところ

で適正な判断をすることまで拘束されているとは思っておりません。 

○議長（林明裕君）  嶋﨑議員。 

○７番（嶋﨑英治君）  ありがとうございました。そうしますと、国のほうからはかく

かくしかじかだという条件が付されてきたということじゃなくて、何らかの国側の調査に

基づいて国側が判断をして、交付するというふうに決まったと言ったらいいのか、決まり

そうだと言ってもいいのかわからないんですけれども、そういうふうに理解してよろしい

んでしょうか。 

○議長（林明裕君）  浜事務長。 

○事務長（浜三昭君）  私どもはそのように認識しております。 

○議長（林明裕君）  よろしいですか。 
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 ほかに。大城議員。 

○１０番（大城美幸君）  今、質疑されたのでほぼわかるんですけれども、再度確認の

意味で、昨年私どもは、地元市民が瓦れき受け入れについては十分な議論をし、納得した

上で受け入れるということをとってほしいという要望もした上で賛成いたしましたけれど

も、震災復興特別交付税という名称からいって、国のほうでもきちんと精査をされて、被

災地支援のことを地元協議会でも了承している話し合いとか視察を行った経過等が、実績

として認められたというご説明もありましたけれども、私は去年１１月に視察とは別にボ

ランティアに行き、仮設住宅の高齢者の方々からたくさんお話を聞きました。この仮設住

宅にいつまでいるのか。５年先じゃないと復興住宅もできないという見通しの中で、それ

まで生きているかどうかという話を聞いて、本当に胸が痛みました。 

 この交付税は被災地の人たちの支援のために直接充てられるべきではないかということ

を考えると、マスコミでも流用問題が言われましたけれども、この点について、三鷹市、

調布市、そしてこのふじみの議会にとってお金が入ってくるということは確かに喜ばしい

ことですけれども、被災地のことを考えた場合に、本当にこの交付金を使っていいのかど

うかということについてはお考えにならなかったのか。そのことを流用との批判は免れな

いと考えるんですが、そのことに対しての市民への説明をどのようにお考えかお聞かせい

ただきたいと思います。 

○議長（林明裕君）  清原管理者。 

○管理者（清原慶子君）  私も被災地の復興は皆様とご一緒に心から願っている者の

１人でございます。あわせて私自身、阪神・淡路大震災の復興のプロセスに微力ながらか

かわった者として、復興には最低でも１０年、いや、心の傷を癒すには、あるいは健康を

回復するにはそれ以上かかると認識しております。しかも、この震災復興特別交付税につ

いては、メディアのみならず、国民の皆様から適正な利用について厳しい声が上がってき

た経過があることも重々認識しております。 

 その中で、総務省及び環境省においても、当初の目的を実現する上でも、その後の国民

の声、あるいはメディアの声を通じて一層の精査を図ったというふうに承知をしておりま

す。私たちとしましても、震災を受けられた現場の復興のためにも、震災復興特別交付税

という名称で交付されるからには、できる限りの支援をこのふじみ衛生組合及び三鷹市、

調布市両市でしていかなければならないということを求められている交付税であると認識

をしております。 
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 したがいまして、これをお受けすることについては重い責任を寄せられているというこ

とで、時間的には本当に明確になるにはもう少し時間はかかるかもしれませんが、ふじみ

衛生組合の議会で議員の皆様にしっかりと提案をさせていただく中で、私としては少なく

とも専決処分ということだけは避けたいと思ったわけでございます。ともにこのふじみ衛

生組合という一部事務組合を担う立場として、正副管理者も重い決断をさせていただきま

したし、その上で提案をさせていただくことで、私は議会の皆様にもご承認いただければ

と思っています。 

 なお、そういうわけでございますので、災害はいつ何どきやってくるかわかりません。

多摩直下の地震、あるいは立川断層等も言われておりますし、また東海の地震等もあるか

もしれません。そうしたときには、ふじみ衛生組合としてしっかりとこの交付税をいただ

いた責任を、被災地支援ということで果たしていきたいと決意しているところでございま

す。 

○議長（林明裕君）  よろしいですか。 

 ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林明裕君）  それでは、以上で質疑を打ち切ります。 

 これより討論に入りますが、討論のある方は挙手をお願いします。大城議員。 

○１０番（大城美幸君）  今回の補正は、震災復興特別交付税相当額分担金が歳入とし

て入るということであります。昨年度は私ども賛成をいたしましたが、改めて考え、被災

地の復興と被災者のなりわいを支えることに直接使われるべきものと考えると、流用との

批判は免れないと考え、反対をいたします。 

○議長（林明裕君）  続いて嶋﨑議員。 

○７番（嶋﨑英治君）  震災復興特別交付税相当額分担金が歳入に入るという、この補

正予算について私は反対をいたします。 

 反対理由を申し上げます。震災後２カ年が過ぎようとしています。つい先日、現地の避

難民の人の話を聞いて思いました。避難されている人、仮設住宅が取り壊されていくのが

目の前に見えている。補助を受けた人は、おまえら、何だと。だれにやられるのかわかり

ません。車も壊される。そして、市役所で働いている職員は被災されている皆さんに怒鳴

られるわけです。おまえら、公務員だろうと。ということで精神的に病んでいる。市民も

避難民も職員もうつ病になっていくという事態が進行しております。そのために当座の生
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活資金として当初５,０００万円を要求しようと。えっ、そんなに要求ということが、

５,０００万円じゃ足りない。こういうふうに避難民の人たちの声が上がってまいりまし

た。 

 したがって、どう見ても瓦れきを受け入れるということについて、私は前回の補正のと

きも問題点を指摘しました。だったら輸送費用もかかるし、自区内処理ということであれ

ば地元につくってやるのが原則だろうと申し上げたわけです。 

 その気持ちは今でも変わっておりませんし、この災害復興特別交付税というのは直接被

害にあっている人たちのために使うべきであり、そのために公務員の皆さんも事業を削減

されたり、いろいろな我慢を国民全体でもしているわけです。どう見てもこれはちまたで

言われている流用と言われても仕方のない批判がついて回ると思います。 

 以上をもちまして、この補正予算に反対いたします。 

○議長（林明裕君）  ほかに討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（林明裕君）  それでは、討論を打ち切ります。 

 それでは、採決に移ります。議案第４号、平成２４年度ふじみ衛生組合補正予算（第

４号）について、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（林明裕君）  ありがとうございます。挙手多数と認めます。よって、本案は原

案のとおり可決されました。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 それでは、これで会議を閉じます。お疲れさまでございました。 

午前１１時５４分閉会 
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